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1. 対光反応に関係した瞳孔の神経支配についての概観

瞳孔を形づくる虹彩には二種類の筋肉が存在する． 1つは瞳孔括約筋

で，幅が 0.7mmから 1mmの扇平な輪状の平滑筋からなっている．他

は瞳孔散大筋で，虹彩の後面に接し，毛様体縁から瞳孔縁に向かつて放射

状に走る平滑筋である（Lowenstein& Loewenfeld, 1962）。

瞳孔括約筋は Edinger-Westphal核より発する副交感神経線維を含む

動眼神経の支配を受けており，毛様体神経節に達し， ここでシナプスを形

成し，新たなニウロシが短毛様体神経として出て，瞳孔括約筋に分布す

る．

瞳孔散大筋は交感神経線維の支配を受ける．脊髄の毛様体中枢を発した

交感神経幹を上って上頚神経節に至り，ここでニクロシをかえた神経線維

は，内頚動脈神経叢，鼻毛様体神経を通って，瞳孔散大筋に至る．瞳孔径

1）本研究の一部は日本心理学会において発表した．

2）松永司念科学振興財団の研究助成を受けた（1971).

3) 本実験は生島正弘（九州大学医学部神経精神科教室〕と共同で行ったもので

ある．
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は，瞳孔括約筋と散大筋のパラシスでその大きさが決定される．しかもこ

の両筋のパラシスは種々の因子で容易に影響される（Lowenstein& Loe-

wenfeld, 1962). 

光に対する瞳孔縮小反射の受容器は網膜の梓状体と錐状体である（Lo・

wenstein & Loewenfeld, 1959）.網膜の梓状体から発した興奮は視神

経を伝わり，視神経交叉を通って中枢へ至る．これにあずかる視神経線維

は，視覚のイシパルスを伝えるものと共通であるとする説と，受容器の所

で対光反射をつかさどる細胞と，視覚をつかさどる細胞が別であるとする

説があるが，前者の考え方が多い（Lowenstein& Loewefneld, 1962). 

MagounとRanson(1935）によると，ネコを用いた実験で，視索中を走

る瞳孔反射線維は，外側膝状体の前で視覚線維とわかれ，別の経路をたど

り視床の帯層を通って視蓋前域に至る．ここでつぎのニクロシに接合し，

大部分は，中脳水道の脊側を走り，反対側の，一部は交叉しないで同側の

それぞれ動眼神経核の中の小神経節である Edinger-Westphal核に達す

るという．それから遠心性の副交感神経線維が出てゆく．動眼神経核の 3

つの細胞群の 1つが Edinger-Westphal核（動眼神経副交感神経核〕と

呼ばれ，一般に瞳孔括約筋を支配する副交感神経線維の起始核と考えられ

ている．

Edinger 

しに，一部は交文して反対側の Edinger-Westphal核の線維をうけ，他の

2つの動眼神経核からの線維と合流して動眼神経幹を形成する（Crouch,

1936). これらの線維は動眼神経下枝の短根を経て， 毛様体神経節におい

てシナプスを形成し，新しいニワロシが短毛様体神経を形成し，視神経を

とり囲む状態で眼球に達し，強膜を貫通して瞳孔括約筋に至る（Nishida,

Koike and al, 1958). 

瞳孔括約筋にイシパルスを与える神経線維の起始核ならびにそれよりの

末梢の機構は，ほぽ明らかにされている．しかし，その核上機構について

は，なお不明な点が多いが， Edinger司Testphal核にイシパノレスを送る
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光刺激に対する瞳孔の反応について（松永〉

核上機構としては，視蓋前域（Magoun& Ranson, 1935），視床下部

(Gellhorn, 1943; Lowenstein & Loewenfeld, 1959）および大脳皮質

(Lowenstein & Loewenfeld, 1959, 1961, 1962）の 3つが考えられて

し、る．

光が弱くなるときに起る瞳孔散大反射については，瞳孔括約筋の弛緩が

主役を演ずるが，これに散大筋の反射も加わると考えられている (Gull-

berg, Olmsted & Wagman, 1938）.散大筋は散大反射には全く関与し

ないという説もある（Hodes,1940). UryとOldberg(1940）は，瞳孔

散大反射は Edinger-Westphal核の中枢性抑制によってのみ起こり，交

感神経成分が遮断されても，求心性刺激や光に対する瞳孔の変動性は失な

われないと述べている.Kuntzと Richins(1946）によると， 中脳の未

知の部位からのアドレナリシ性線維が動眼神経中に含まれていて，この線

維の興奮によって瞳孔括約筋が抑制されるという．これに対して Lowen-

stei：μら（1959）は交感神経も散瞳反射の末期には関与すると主張してい

る.Nishidaと Okada(1960）は，ネコを用いて，対光反射の際に，長

毛様体神経より活動電位を誘導しながら，網膜に光をあてるとイシパJレス

の抑制がみられ，あてる光が強いほど抑制の程度も強くなることを示した．

Wardと Reed(1946）は，サJレの前頭葉， Area8の電気刺激で瞳孔が

散大することを示し， これは局在的な交感神経反応であるとした． しか

し， Weinsteinと Bender(1941）は， 散大反射をネコとサJレで比較し

て，ネコでは，散大反射は交感神経切断で消失しないで、，動眼神経切断で

消失してしまうが，サルにおいてはこの逆であることを示した．したがっ

て，瞳孔反応には種によってちがいがあるとした．これに対して Lowen-

steinら（1962）はネコとサJレの聞に瞳孔散大反射のメカニズムの差はな

いとした．

Lowensteinら（1950, 1962）によって， 遮光反射の発現機序につい

ては， 1）交感神経の興奮， 2)Edinger-Westphal核の抑制， 3）非副腎

性のアドレナリシ性物質によるもの， 3）副腎性エピネフィリシによるも
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の，などの推定がなされている．

このように概観するところでは，瞳孔の遮光反射の神経機構については

まだ十分に明らかにされていないように思われる．

瞳孔散大筋は交感神経線維の支配を受ける．この交感神経の中枢は毛様

体脊髄中枢または Budge中枢と呼ばれており，主として第8頚髄および

第1，第2胸髄にあり，時として第3，第4胸髄まで広がっている．ここ

に端を発した神経線維は交感神経幹を上って上顎神経節に至り，ここでシ

ナプスを形成し，ニウロシをかえた節後線維は，内頚動脈神経叢，鼻毛様

体神経を通って瞳孔散大筋にいたる．一部は内頚動脈神経叢から毛様体神

経節を通って眼に行く経路もあると考えられている（Foerster,Gagel 

& Mahone;, 1936; Ray, Hin巴sey& Geohegan, 1943 ; Lowenstein, 

1962). 

毛様体脊髄中枢に対する上位中枢支配については，あまり明らかではな

いが，大脳皮質，問脳，中脳，橋および延髄などの部位を刺激すると，著

しい散瞳を生じるという（大塚， 1966). また， 視床下部の電気刺激によ

って散瞳が観察されること (Gellhorn, 1943）や視床ならびに視床下部

を破壊すると散瞳の低下が生じること（Lowensteinら，1962）が報告さ

れている．

また最近，組織学的盤光法によって Nilson(1964）は，ネコ，サJレ，

ラy トなどの括約筋に，アドレナリシ性線維を認めている．またEdinger

ら（1966）は散大筋にコリシ性活動の存在を明らかにした．このように瞳

孔括約筋と散大筋には，交感，副交感神経支配のほかに，体液性の作用が

考えられ， 2つの筋の機能関係はさらに複雑な関係にあると考えられる．

しかし， Lowenstein(1962）は，瞳孔括約筋の抑制は動眼神経核のレベ

ルで起きるのであって，交感神経を通じ末梢から抑制するのではない，し

たがって体液性の作用は，瞳孔運動の主要なメカニズムではないと述べて

し、る．
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光刺激に対する瞳孔の反応について（松永〉

2. 光による網膜の刺激部位と瞳孔反応（実験1)

前に概観したように，瞳孔の対光反応の光受容器は網膜の錐体と得体で

ある．瞳孔は光刺激に対して，網膜受容器の発する情報によって瞳孔括約

筋が収縮し，その直経を変化させることは周知のことである（Lowenstein

& Loewenfeld, 1959）.光強度のある範囲では， その変化の大きさに従

って瞳孔径は小さくなり， O.01 luxと 1.000 luxの聞の照度に対する瞳

孔の大きさは，照度の対数に比例することが報告されている（Schroder,

1926). 

ところで網膜の光感受性は中心部で最も低く，それから離れるに従って

急速に高まり，中心寓の周辺で最も高く，それを過ぎて網膜の周辺部に行

くに従って，ふたたび低下することが知られている（Stiles& Crawford, 

1937 ; Sloan, 1947）.また Steinhardt(1936）は，網膜の中心嵩と周辺

部における，（（標準光強度一光弁別闘）＋標準光強度）の値を求め，明る

さの弁別聞は中心嵩で小さく，周辺部の方で大きいと報告した．

このようなことから，網膜の光刺激によって誘発された瞳孔運動は，網

膜の刺激部位によって異った反応を示すことが予想される．すなわち，網

膜の中心部を刺激したときの瞳孔反応は大きく，周辺部を刺激したときの

反応は小さくなるであろう．

方法：

1) 被験者.22才～27才の健康で視覚正常な大学生と大学院生（5名）．

2) 装置．瞳孔径は，船津と松永（1971, 1972）によって開発された電

子走査型瞳孔計によって，連続的にベンオ yシログラフに記録された（写

真 1). 

光刺激は，松下電器製の写真用グセノシフラッシュ (PE-201, GN = 

20）の発光面を，直径 4mmの穴をあけた， 黒い紙でおおったものによ

ってなされた．発光持続時聞は lmsecであった．光刺激は，被験者の右

眼を中心として，水平固視面にある半径1rnの円周上で、提示された．提示

（哲141)218 



角度は，右眼の第1眼位をO度として， 鼻側に視角 0, 2, 7, 10, 15, 

20, 30, 40, 45, 60度であった（図1). なお， こめかみ側の提示は装置

の制約上，本研究ではなされなかった．

3) 手続き 各被験者は，遮音の薄暗室（背景照度0.185lux）に30分

間順応した後，左眼に眼帯をつけ，瞳孔計の頭部固定器に頭部を固定し，

刺激光点と同一面上で，顔前lmの距離にある固視点（発光グイオード，

対光反応を起こさない明るさの赤色光）を凝視するように指示された．そ

の後，実験者は瞳孔計を調節し，光刺激装置を，全系列でラシダムとなる

ように前もって決められた位置に置いて，発光スイ yチを押した．光刺激

のマーグは同時にベシオ yシログラフに記録された．

写真1 電子走査型瞳孔計（船津，松永， 1971,1972〕

:1m 

subject 

図 1 刺激布置
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光刺激11:対する瞳孔の反応について（松永〉

実験は3系列よりなり， その 1系列はO～60度の 10刺激であり， 刺激

聞には45秒（その間に瞳孔径は初期の値にもどる〉，系列聞には5分間の

休憩が与えられた．

結果と考察：

対光反応の最大収縮量（刺激を提示した時点の初期瞳孔径と，最も収縮

した時点の瞳孔径の差），反応時間， 反応潜時を， ベシオ yシログラフに

よって記録された瞳孔径曲線より測定し， グラフに表わした（図 2,3, 

4). 

図2より，網膜の光刺激による刺激部位によって収縮量が異なることは

明らかである．中心（0度）における収縮量（1.43mm）は， 60度における

収縮量（0.62mm）の約2倍であり，周辺部に行くほど反応量は小さくな

った．また反応量は直線的に減少するのではなく， 0～10度付近で最も急

円、m

2 

最
大
収
縮
量

m時 d

円、

m•sd 

・02 710 1520 30 4045 60 deg 

視角

図 2 刺激提示位置と収縮量
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激な減少を示した．これはStilesとCrawford(1937）やSloan(1947) 

によって報告された網膜の部位による光感受性において，中心嵩の周辺で

闇値が最も低く，中心宮で高く，また周辺部に行くに従って上昇している

のとは完全には一致しない．すなわち，光感受性は中心寓周辺で最大にも

かかわらず，瞳孔反応は中心嵩で最大となった．また本研究で得られた結

果は Okuyama(1928）が読みとり望遠鏡で測定した結果や， Harmsら

(1973）の瞳孔反応による視野測定の結果と傾向は一致している．

反応時聞は，約 0.79～0.88秒の値を示し， 網膜の中心部では反応時聞

が畏く，周辺に行くほど短かくなる傾向が認められた（図3). 反応潜時

は， 0.21～0.31秒の間にあり，網膜の中心部で短かく，周辺部で長くなる

傾向を示した（図4). 

瞳孔収縮量，反応時間，反応潜時の間の関係は，収縮量が大きいほど反

応時聞は長く，反応潜時は短いといえよう．

町、sec

1000 

900 

反
l私tt 4 sd 

応
時回01 ’品 l I I 1－－司m

問

700 

600 

02 7101520 30 4045- 60deg. 

視角

図 3 刺激提示位置と反応時間
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光刺激IC対する瞳孔の反応、について（松永〉

msec 

反

応

潜
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sd 
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図 4 刺激提示位置と反応潜時

本実験で，網膜の刺激部位は刺激光の位置から幾何的に同定され，また

刺激光は網膜上に像を結んで、いるものと仮定して実験は進められた．まずこ

眼球内での光の散乱の問題は考慮されていない．このように解決すべき多

くの問題は残されているが，瞳孔の対光反応は，網膜の光による刺激部位

によって異なり，中心部で大きく，周辺部に行くにしたがって小さくなる

と結論することはできょう．

3. 色光に対する瞳孔反応（実験2)

Hessらが 1960年に瞳孔反応に関しての論文を発表して以来， カラー

スライドを用いて，情動価を測定しようとする試みが多くなされている．

ところで，光の波長によって，それに対する視感度が異っていることは

周知のことである． また動物の， いろいろの波長の光に対する ERGに

（哲145)214 



は，人聞における波長主視感度との関係と同じ傾向が認められている

(Gunter, 1954). 光に対する瞳孔反応の受容器は， 網膜の梓体と錐体で

あることは前に述べた．

これらのことから，いろいろの波長の光に対する瞳孔反応は，光の種々

の波長に対する視感度と同じ傾向を示すものと考えられる．すなわち，視

感度が高い波長の光に対しては瞳孔反応も大きいであろう．

Hessら（1960）は， スライドを用いた実験で，刺激スライド （有彩

色）の平均照度と等しい明るさの，無彩色のスライドをコシトローJレとし

て使用している．もし色の種類によって視感度が異なるのであれば， Hess

らの有彩色スライドに対する瞳孔反応の実験結果の解釈には，さらにこの

要素を加えなければならない．

そこで本実験では， Hessらのとった手法に応じて，無彩色光（白色光）

をコシトロールとして，有彩色光に対する瞳孔反応を測定し，今後の研究

の基礎材料とする．

目的：

照度の等しい無彩色刺激光（以下Cと略記する〉と有彩色刺激光（以下

s J:略記する）を継時的に提示した場合の瞳孔反応のちがいについて検討

する．

方法：

1) 装置． 図5に示すように，瞳孔径の記録は電子走査型瞳孔計〈船

湾，松永 1971,1972）によってなされた．光刺激はフィルグーを使用し

て， スライドプロジェググー（KodakCarousel）によって提示された．

光刺激の照度は光電照度計（東芝 LV-lA）によって，被験者の眼位置で

測定され， CとSの照度のマvチシグは厳密になされた．刺激の提示は

CDS索子を用いた装置によって，瞳孔径の変化と同時にベシオヲシログ

ラフに記録された．

2) 被験者．色覚異常のない大学生で， A系列の試行においては6名

（男4名，女2名）， B系列においては3名（男2名，女1名）であった．
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光刺激lζ対する瞳孔の反応について（松永〉

図 5 実験装置

AとBの被験者は重複しない．

3) 刺激提示方法.cとSはフィ Jレグーを用いて，プロジェググーによ

って透過型スグリーγ （30×20cm）に投射された．刺激は，投射された

光の照度が被験者位置で等しいフィルグーCとSを1組として， 5組提示

された. sとCは各6秒，計 12秒間継時的に提示され，各組の聞には 12

秒の休止が置かれた．提示順序により C→SをA系列， C→SをB系列と

した．なお新奇性反応を除去するために5組のスライドに先立って，統計

処理されない 1組のスライドが示された．

4) 刺激材料．有彩色フィルグー（富士フィ Jレグー）， I：フィルグ一

番号：富士 SP-9，青色，被験者位置で 25.O lux, II : SP-11，赤， 8.6

lux, ill : SP-10, 縁， 17.0 lux, N: SP-12, ピシグ， 17.9lux, V: 

SC-50，黄， 47.Olux.有彩色スライドと等照度の無彩色スライドは， 種

々の濃度の白黒フィルムの中から選んで作成した．

5) 手続き．被験者は実験室の照度（2.12lux）に15分間順応した．こ

の聞に実験者は装置の調節を行った．その後，被験者に，スグリーシの中

央を凝視するように，また実験中は顔や眼を動かさないように，まばたを

もできるだけ我慢するように指示して，瞳孔運動の記録を開始した．刺激

の提示はグイマーを使用して自動的に行なわれた．

瞳孔反応曲線の処理方法． 1）平均収縮量：刺激を提示した時点の瞳孔
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のレベル（初期瞳孔径）を基準にして， 1秒ごとに光学マイグロメ｛グー

で反応曲線から値を読み取り， Cスライドに対しては，刺激提示時より

2. 3, 4, 5秒の時点について， Sスライドに対しては 1,2, 3, 4, 5秒

時の瞳孔径について平均値をそれぞれ求めた．

結果と考察：

1) 平均収縮量．表1と2はA系列とB系列についてのそれぞれの収縮

量の平均値である．背 (I）と緑 (ill）の刺激組では， Sに対する反応が

Cに対する反応よりも有意に収縮量が大きかった（それぞれ Pく0.05, P 

く0.01）.他の組においては有意差は認められなかった．分散分析の結

果，刺激聞にも被験者聞にも有意差が認められた. s聞では青 (I）と他

の4つのS聞に有意差が認められた（t I -II = 1. 4, t I -lll = 6. 4, t I -VI 

=7. 5, t I -V =8. o，いずれもPくo.01). 

2) 最大収縮量．最大収績量についても， 1）とほぼ同じ傾向であった．

青 (I）と緑（lll）の組においてSに対する反応がCに対する反応より有

意に大きかった（それぞれ PくO.01, P<o. 05）.他の組においてはCと

Sの聞に有意差はなかった．

これらの結果から，視感度の比較的高い青色光と緑色光は，それぞれ等

表 1 最大収縮量（A系列〕

l els lens I ems I cIVs I cvs 

Mean mm  11.13 3.07 I 2.47 2.65 I 2.32 2.52 I 2.58 2.77 I 2.85 2.85 

SD mm  I 0.48 0.95 I 0.45 0.25 I 0.30 0.32 I 0.25 0.37 I 0.25 0.28 

Number人 I 3 I 6 I a I 6 I 6 

表 2 最大収縮量（B系列）

l I I n l m I IV I v CS  CS  CS  C SICS  

Mean mm  I 1.65 2.33 I 2.85 2.75 I 2.48 2.67 I 2.68 2.58 I 2.62 2.58 

SD mm  I 0.32 0.281 0.35 0.27 I 0.33 0.37 I 0.38 0.27 I 0.45 0.35 

Number人 I 3 I 3 I 3 I 3 I 3 
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照度の無彩色光（白色光）よりも瞳孔反応に与える効果は大きいといえそ

うである．

エネJレギーを任意のレベルに調節できるスベグトJレ光提示装置によれ

ば，各種のスペグトJレ光に対する瞳孔反応感度曲線が求められそうであ

る．

4. 神経症者，分裂病者，正常者の対光瞳孔反応（実験3)

前述したように， 瞳孔は交感神経系， 副交感神経系の支配を受けてい

る．このことから，瞳孔の変化を分析することによって，自律神経機能の

ー側面を知ることができそうである．事実，瞳孔運動は自律神経生理学の

研究用具として数10年間にわたって研究されてきている．しかしその研

究の多くは定量的なものではなく，その結果も全て一致しているとはいえ

ない．

もっとも良く知られている瞳孔異常の 1つは， Westphal(1907, 1920) 

によって報告された一過性の強直性瞳孔障害である．最近， Rubin(1960) 

は，精神分裂病者の光に対する瞳孔反応量は，正常条件下においてより，

寒冷刺激下においてかなり小さいと報告した．しかし，初期瞳孔径の反応

量に与える影響については検討されていない．また薬物の与える影響につ

いても充分に考慮されていない.Rubin (1960）はまた，神経症者と正常

者の瞳孔収縮量を比較し， 25人の神経症者のうち 18人は正常者群の平均

値よりも大きい（18人のうち 15人）か， 小さいということを報告した．

しかし， Stilson,Haseth, Schneider, Walamith, Rogersと Astrop

(1966）はこの結果を再現することはできなかった． また， これらの研究

はいずれも瞳孔径を写真法によって測定しているために，サシプリシグは

1秒間に数コマであり，瞳孔径の変化の時間的経過はくわしくとらえられ

てはいない．

精神分裂病者と神経症者の自律神経機能については，これまで種々の指

標を用いて多くの研究がなされており，自律神経機能の異常を報告するも
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のが多い（諏訪ら， 1958；渋木， 1969など）．

本実験の目的は， Rubinのそれと同じであるが，初期瞳孔径と反応量の

関係，および対光反応曲線を光提示から約2秒までの初期相と，その後の

後期相に区分し，初期相における分裂病者，神経症者と正常者の反応の比

較，および薬物の影響についても検討した．

方法：

1) 被験者．分裂病者群（以下SC群）は九州大学医学部付属病院神経

精神科入院および外来受診の患者35例（全員 Schneidreの一級症状を有

する，薬物服用者16例，薬物未服用者19例）であり、神経症者群（Ne

群）は 19例（薬物服用者10例，薬物未服用者9例）であった．正常者群

(N群）は九州大学の職員と学生19例であった．

2) 刺激法．実験は被験者を薄暗い実験室（0.1lux）に20分間順応さ

せた後にはじめられた．光刺激は， 60秒の間隔を置いて 10秒づっ3回提

示された．光源は3ポJレト豆球で，被験者の顔前55cmの距離におかれ，

輝度は 6,000 cd/ cm 2 であった．

3) 記録．瞳孔の変イじは電子走査型瞳孔計（写真1）によって記録された．

4) 瞳孔反応曲線の処理方法． 3回の試行によって得られた縮瞳曲線の

中から，瞬自や眼球運動などのアーチファグトの最も少ないものを各人に

ついて1つずつ選び，光刺激を提示した時点より 0.2秒ごとに3秒まで，

各時点の縮瞳反応量（光刺激を提示した時点の初期瞳孔径を基点として），

および初期瞳孔径（Sc群と N群についてのみ）を測定した．これによっ

て得られた値をもとに統計処理を行った．

結果と考察：

Sc群と N群の初期瞳孔径は，前者が 6.0±l.3mm後者は 6.2±1. 8 

mmでN群の方が大きい値を示していたが，その差は統計的に有意では

なかった．

また，初期瞳孔径と反応量の聞には， N群 Sc群とも相闘を認めること

はできなかった（r,c=0.11, rN=O, 25). 
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図6はN群， Sc群， Ne群の平均縮瞳量曲線である. 3群とも約0.2秒の

反応潜時を示し，刺激提示後約0.4秒ころより急速に縮瞳する対光反応を

示した.Ne群とN群の聞には 0.6～1.2秒の区聞において， Ne群の縮瞳

量が N群のそれよりも有意に減少していた（P<O.05). Ne群と Sc群の

聞には有意差は認められなかった． これらのことから， Ne群， Sc群は

N群よりも初期相において縮瞳量は小さいといえる．

図7は， N群，薬物服用中の Sc群（以下 Sc（＋）群とする），薬物未

服用の Sc群（Sc（一））の平均縮瞳曲線である.Sc （＋）群， Sc（一）群の

収縮量は，いずれもN群の収縮量よりも小さかった.Sc （一〉群と Sc(+)

群の聞の反応量の平均値について有意差検定（分散分析）を行った結果，

有意差は認められなかった．またN群と ScC一）群の聞には 0.5～1秒の

聞で有意差が認められた（分散分析， Pくo.05）.この結果は，本実験状況

においては，薬物の影響を考慮する必要がないことを示しているといえよ

う．

反
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図 8 正常者，神経症者，分裂病者の対光臨孔反応（平均値〕
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図 7 正常者，分裂病者（薬物服用，未服用〕の対光瞳孔反応（平均値〕

本実験において， Sc群と Ne群は，薬物の服用の有無にかかわらず，

N群とは異った対光反応を示した．このことは， Rubinら（1962,1968, 

1972）の一連の研究や Hakerem (1969), Lidsky (1971）や May

(1948）の結果と一致するものである．

しかしながら，本研究では，それらと違った方法を用いた．この方法で

は連続した瞳孔反応曲線上で，光に対する初期相の反応を比較した． ま

た，この方法は，初期相の曲線を直接比較することによって，正常者，異

常者を容易に分類することのできる可能性を示しているようである．

本研究において，統計処理は3つの反応曲線の中からアーチファグトの

少ないものが1つだけ選ばれてなされた. 3つの反応曲線の差の問題が生

じるが， Rubinら（1968）は，反復刺激と単一刺激に対する瞳孔反応の比

較を行い，いずれの場合にも分裂病者の反応に異常があることを確認して
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いる．小林ら（1974）が正常被験者で行った対光反応の記録においても，

定位反射は確認されていない．したがって， 3つの反応曲線の聞に差異は

ないと考えてもよいであろう．

Hakeremら（1969）や Lidskyら（1971）は，分裂病者群と正常者

の聞で，初期瞳孔径に有意な差があるとし， また Westphal(1907, 

1920）や Lowensteinら（1933）は， 緊張型の分裂病者の瞳孔は正常者

のそれよりも大きいと報告しているが，本研究では，正常者群と分裂病者

群の聞に有意差を認めなかった．この点に関しては，さらに詳細な検討が

必要である．

結 び

ここにとりあげられた実験は，まだ探索的な段階にあるといえる非常に

組いものである．したがって，これらの結果から種々のことを結論するこ

とはできないが，実験 1.2から瞳孔反応は網膜の機能の一部を表わす1

つの指標となりうる可能性を示唆しているようである．また実験3から，

GSRなどのような自律神経機能の研究の道具の 1つに瞳孔反応を加える

こともできそうである．今後，これらの研究はさらに深化されなければな

らないのはもちろんのことである．

あとがき

われわれの研究室において，精度の高い，かつ操作の容易な電子走査型

瞳孔計が開発され，瞳孔運動に関する本格的な研究が軌道にのったのは最

近のことで為る．現在， 多くの観点から瞳孔運動の研究が進められてい

る．今後の成果が期待される．

最後に，ど指導いただきました船津孝行教授に感謝いたします．
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